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論 文 題 目 ウシ血清アルブミンと色素の相互作用についての研究 
血清アルブミンは血漿中に最も豊富に含まれるタンパク質であり、様々な物質（脂肪
酸、薬物、代謝物）と結合し運搬する機能を持っている。酸性・中性条件下で、光学
不活性な色素がヒト血清アルブミン（HSA）やウシ血清アルブミン（BSA）と相互作
用し、光学活性となる現象、誘起円二色性（ ICD）を示すことが本研究室で確認され
ている。タンパク質－色素複合体の結晶を作製し、構造からその発現機構を解明する
ことを目標としてきたが、結晶化が難航していた。一方GhumanらによってHSAに脂
肪酸の一種であるミリスチン酸（Myr）が結合することで、HSA構造中の揺らぎが少
なくなると報告があった (1)。そこで本研究ではMyr存在下において、BSA－色素相互
作用による ICD発現の探索とBSA－色素の結晶化を目指した。またBSAは構造が報告
されていないため、MyrBSAの結晶化を試みた。  
 
1. ミリスチン酸存在下におけるBSA－色素相互作用の検討  
pH7.0、[Myr]/[BSA]=1, 2, 10において、キサンテン色素との ICD測定を行った。しかし
[Myr]/[BSA]=1以外で明瞭な ICDは示されなかった。そこで [Myr]/[BSA]=1に限定し、
モノアゾ色素、キサンテン色素との ICD測定を行った。その結果多くの色素との ICD
が観測された。このうち4種の色素に関して、[MyrBSA]/[色素 ]＝0.1～50の濃度溶液の
ICD測定を行い、楕円率と濃度依存性から会合サイト数と会合定数を求めた(Table 1)。
 
2. MyrBSA, MyrBSA色素複合体の結晶化とX線回折実験  
結晶化実験はハンギングドロップ蒸気拡散法で行った。  
MyrBSAは277Ｋ・沈殿剤PEG3350の条件で結晶化に成功した。得られた結晶を用いて
X線回折実験を行い、格子定数と空間群が決定できた(Table 2)。しかし構造解析が出
来るほどのよいデータではなかった。  
MyrBSA色素複合体の結晶化実験では色素をEosin Yとした。また結晶化実験はハンギ
ングドロップのサンプルを始めの10日ほど最大磁場7Ｔの磁場中に静置して実験を行
った。その結果、非常に小さいが結晶が得られ、再現性もよかった。しかし、X線回
折実験を行えるほどの結晶には成長しなかった。  
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Table 1：MyrBSAと色素の会合サイト数・会合定数  
色素名  色素系  サイト数 K /106M-1 
Eosin Y キサンテン系色素  2 2.843, 1.392 
Phloxine B キサンテン系色素  1 21.54 
Rose Bengal キサンテン系色素  1 7.37 
Sunset Yellow FCF モノアゾ色素  1 0.7931 
Table 2：MyrBSAの結晶学的データ  
空間群  a /Å  b /Å  c /Å  α /° β /° γ /° 
Tetragonal P42212 138.78(3) 138.78(3) 159.75(7) 90 90 90 
 
